
安城市こども計画について
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こども基本法

令和５年４⽉１⽇施⾏

こども家庭庁の設置と相まって、⼦どもに関する様々
な取組を講ずるに当たっての共通基盤となるものとし
て、こども施策の基本理念や基本となる事項を明らか
にすることにより、こども施策を社会全体で総合的か
つ強⼒に実施していくための包括的な基本法として制
定された。
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資料１



こども⼤綱
（こども基本法第９条）
政府は、こども施策を総合的に推進するため、こども
施策に関する⼤綱である「こども⼤綱」を定めなけれ
ばならない。

こども⼤綱は、こども施策に関する基本的な⽅針、重
要事項のほか
①少⼦化社会対策⼤綱
②⼦供・若者育成⽀援推進⼤綱
③⼦どもの貧困対策に関する⼤綱
を⼀元化して策定
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こども⼤綱が⽬指す
「こどもまんなか社会」

〜全てのこども・若者が⾝体的・精神的・社会的
に幸福な⽣活を送ることができる社会〜
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市町村こども計画策定

（こども基本法第１０条）

・市は「こども⼤綱」と「県こども計画」を勘案して、
市におけるこども施策についての計画を策定

（努⼒義務）

・⼦ども・⼦育て⽀援事業計画を⼀体として策定可
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こども施策とは

①新⽣児期、乳幼児期、学童期及び思春期の各段階を経
て、おとなになるまでの⼼⾝の発達の過程を通じて切
れ⽬なく⾏われるこどもの健やかな成⻑に対する⽀援

②⼦育てに伴う喜びを実感できる社会の実現に資するた
め、就労、結婚、妊娠、出産、育児等の各段階に応じ
て⾏われる⽀援

③家庭における養育環境その他のこどもの養育環境の整
備

6



こどもの意⾒反映

（こども基本法第１１条）

こども施策を策定・実施・評価するに当たり、こども
や⼦育て当事者等の意⾒を聴取して反映させるために
必要な措置を講ずる

例：アンケート調査、ワークショップ、
パブリックコメント等
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こども計画の位置づけ

第11条こどもの意⾒反映

こども基本法（R5.4.1施⾏）

第9条こども⼤綱策定

第10条市こども計画策定
勘案反映
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第10条県こども計画策定
勘案 勘案

反映



第３期安城市⼦ども・⼦育て⽀援事業計画

安城市こども計画
【計画期間】令和７年度〜令和１１年度
【策定期間】令和５年度〜令和６年度
【内容】こども施策についての計画
【審議組織】⼦ども・⼦育て会議
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安城市⼦ども・⼦育て⽀援事業計画

【内容】
教育・保育及び地域⼦ども・⼦育て⽀援事業の提供体
制の確保等に関する計画

【計画期間】
第１期 平成２７年度から令和元年度まで
第２期 令和２年度から令和６年度まで
第３期 令和７年度から令和１１年度まで
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⼦ども・⼦育て⽀援事業計画

幼稚園や保育園、延⻑保育や⼀時保育、放課後児童クラブなどにつ
いて、将来の利⽤⼈数の⾒込みを算出し、⾒込みに基づいた供給体
制の確保策を掲げる計画。

計画期間における
「量の⾒込み」を算出

「幼児期の学校教育・保育」と「地域の⼦ども・⼦育て⽀援事業」

保育所等の「供給体制の確保」
を計画する

11

⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

内容

会議

令和５年度
スケジュール

アンケート調査票の検討

発送

回答期間

集計・分析
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⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

内容

会議

令和６年度
スケジュール

骨子案

実施事業の設定

素案
パブリックコメント

最終案

完成

子どもの意見聴取
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こどもの意⾒聴取について
【⼿法】
アンケート調査・ワークショップ・パブリックコメント

【テーマ】
こどもの権利について

【対象者】
⾼校⽣３０名程度（市内各学校に５名ずつ選出依頼）

【開催時期】
令和６年５⽉下旬頃 14



アンケート調査票について
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調査票の種類等
調査票の種類 回答

⽅法
項⽬
数 配布対象者

⼦ども⼦育てに関するアンケート
（就学前児童保護者⽤） 書⾯ 30 就学前児童保護者1,500⼈

⼦ども⼦育てに関するアンケート
（⼩学⽣児童保護者⽤） 書⾯ 22 ⼩学⽣児童保護者1,500⼈

⼦どもの意識や⽣活に関する
アンケート web 29 ⼩学校5年⽣1,000⼈

中学校2年⽣1,000⼈

⼦ども・若者の意識や⽣活に関する
アンケート web 36 16歳〜39歳1,000⼈
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主な調査内容

調査票の種類 ⼦ども⼦育てに関するアンケート調査票
（就学前及び⼩学⽣児童保護者）

対象者 就学前児童保護者 1,500⼈
⼩学⽣児童保護者 1,500⼈

主な調査内容

・第３期安城市⼦ども・⼦育て⽀援事業計画における
「需要量の⾒込み」の算出等のため、幼児期の学校教
育・保育、地域⼦ども・⼦育て⽀援事業のニーズを把
握する

・こども計画の策定の基礎資料とするため、⼦どもの権
利や貧困等に関する意識を把握する
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設問番号 ⼤項⽬ 把握する主な内容

1〜15

お⼦さんとご家族の状況
保護者の就労状況
定期的な幼児教育・保育事業の利⽤状況
定期的に利⽤したい幼児教育・保育事業について

幼児教育・保育事業の
需要量

16〜22

⼦育て⽀援事業の利⽤
不定期の幼稚園・保育園等の利⽤や⼀時預かり等
の利⽤
⼩学校就学後の放課後の過ごし⽅ について

地域⼦ども・⼦育て⽀
援事業の需要量

23〜25 ⼦育て全般について 地域とのかかわり、満
⾜度

26〜28 こどもの権利について 認知度、施策への希望

29〜30 こどもの貧困について 認知度、施策への希望

⼦ども⼦育てに関するアンケート（就学前児童保護者）
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設問番号 ⼤項⽬ 把握する主な内容

1〜14

お⼦さんとご家族の状況
保護者の就労状況
お⼦さんの放課後の過ごし⽅
お⼦さんが病気になったときの対応や、
不定期な⼀時預かり について

地域⼦ども・⼦育て⽀援事業
の需要量

15〜17 ⼦育て全般について 地域とのかかわり、満⾜度

18〜20 こどもの権利について 認知度、施策への希望

21〜22 こどもの貧困について 認知度、施策への希望

⼦ども⼦育てに関するアンケート（⼩学⽣児童保護者）
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主な調査内容

調査票の種類 ⼦どもの意識や⽣活に関するアンケート調査票

対象者 ⼩学校5年⽣ 1,000⼈
中学校2年⽣ 1,000⼈

主な調査内容 ・こども計画策定の基礎資料とするため、⼦ど
もの⽣活実態や取り巻く環境等を把握する
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設問番号 ⼤項⽬ 把握する主な内容
1〜5 あなたについて 家族構成や登校状況
6〜9 放課後や休⽇の過ごし⽅について 居場所やインターネットの利⽤実態
10〜12 ⾃分のことや普段の⽣活について 悩みや相談
13〜14 学校⽣活について 不安や不満、いじめの実態

15〜21‐2 家庭について 虐待、家庭内暴⼒、ヤングケアラー、
貧困等

22〜24 将来のことや働くことについて 希望や不安

25〜26 地域とのかかわりについて 地域のつながり

27〜29 こどもの権利について 認知度、こどもの意⾒聴取に関する意
向

⼦どもの意識や⽣活に関するアンケート
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主な調査内容

調査票の種類 ⼦ども・若者の意識や⽣活に関するアンケート
調査票

対象者 16歳〜39歳 1,000⼈

主な調査内容 ・こども計画策定の基礎資料とするため、若者
の意識や⽣活実態等を把握する
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設問番号 ⼤項⽬ 把握する主な内容

1〜8 あなたについて 家庭や家計の状況

9〜14 普段の⽣活について ネットの利⽤状況、ひきこもり
の実態

15〜17 ⾃分⾃⾝について 現在の気持ちや悩み

18〜27 将来のことや働くことについて 希望や不安、結婚に対する考え
⽅

28〜33 地域とのかかわりや市の取組について 地域のつながり、市政への関⼼
状況

34〜36 こどもの権利について 認知度、施策への希望

⼦ども・若者の意識や⽣活に関するアンケート
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設問項⽬設定のポイント

①⼦育て⽀援の需要量を把握し、かつ、経年⽐較による動向
把握ができるか

②計画に記載すべき内容に対応した設問項⽬となっているか

③設問の趣旨や⽬的が妥当か

④回答者にとって、わかりやすく、かつ、回答しやすいもの
となっているか
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